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定 例 研 究 会 の 月 １ 回 の 定 着 化 す す む ！ 

〝
パ
ー
ト
な
ど
非
正
規
労
働
者
の 

均
等
待
遇
に
向
け
て
〟
（
第
２
回
） 

 
 
 
 
 
 
 
 

生
協
労
連
の
職
場
よ
り
報
告 

第
２
回
定
例
研
究
会
は
、
１
１
月
２
１
日
（
金
） 

に
前
回
と
同
じ
１
２
名
の
参
加
者
（
新
た
に
４
名

参
加
）
で
実
施
さ
れ
ま
し
た
。 

 

前
回
の
討
論
で
提
起
さ
れ
た
「
均
等
待
遇
の
実

現
に
向
け
て
何
を
課
題
と
す
る
か
」
を
生
協
労
連

の
杉
山
氏
、
耳
塚
氏
に
よ
り
実
践
報
告
を
受
け
討

論
に
入
っ
た
。
杉
山
氏
は
、
パ
ー
ト
労
働
者
の
均

等
待
遇
は
、
早
急
に
取
組
む
べ
き
社
会
的
な
課
題

と
し
て
、
①
あ
ま
り
に
も
低
い
賃
金
水
準
の
引
き

上
げ
（
全
国
一
律
最
賃
実
施
と
引
上
・
世
帯
別
賃

金
の
改
善
）、
②
劣
悪
な
社
会
保
障
制
度
の
改
善
、

③
正
規
労
働
者
の
過
酷
な
働
き
方
の
改
善
、
④
パ

ー
ト
労
働
者
の
組
織
化
の
推
進
な
ど
が
課
題
で
あ

る
こ
と
、
そ
し
て
職
場
内
で
の
課
題
（
改
正
パ
ー

ト
法
指
針
の
活
用
）
は
、
①
パ
ー
ト
・
正
規
共
に

「
均
等
待
遇
」
に
つ
い
て
の
認
識
あ
わ
せ
、
②
人

件
費
の
抑
制
の
中
で
、
ど
の
よ
う
に
均
等
（
と
り

あ
え
ず
均
衡
）
を
求
め
る
か
、
こ
の
こ
と
か
ら�

 

�

正
規
と
同
じ
職
務
・
責
任
の
パ
ー
ト
を
突
破
口

に
す
る
が
、
パ
ー
ト
の
働
き
方
や
要
求
の
違
い
で
、

処
遇
の
選
択
肢
も
多
様
と
な
る
。
更
に
正
規
登
用

の
道
は
、
ハ
ー
ド
ル
を
低
く
す
る
た
た
か
い
が
職

場
で
重
要
と
な
っ
て
く
る
な
ど
報
告
さ
れ
た
。 

 

耳
塚
氏
は
、
労
働
組
合
運
動
の
現
状
と
正
当
性

の
評
価
の
認
識
を
、
①
外
か
ら
見
た
労
働
組
合
は
、

「
見
え
て
く
る
運
動
で
は
、
男
性
正
社
員
の
利
益

代
弁
や
労
使
協
調
路
線
の
中
に
ど
っ
ぷ
り
浸
か
り

緊
張
感
が
足
り
な
い
」（
連
合
評
価
委
員
会
最
終
報

告
）、
こ
の
こ
と
は
全
労
連
の
組
織
に
も
当
て
は
ま

る
の
で
は
？
と
問
い
、
②
雇
用
形
態
に
対
応
し
た

組
織
を
、
③
労
働
組
合
の
正
当
性
を
ど
こ
に
求
め

て
い
く
か
を
提
起
し
、
二
つ
目
に
は
均
等
待
遇
に

つ
い
て
の
当
面
の
課
題
と
し
て
、
①
生
計
費
原
則

を
基
本
と
し
て
、
誰
も
が
「
個
」
と
し
て
自
立
し

暮
ら
せ
る
賃
金
や
社
会
保
障
の
仕
組
み
と
手
立
て

な
い
現
状
で
は
、
均
等
待
遇
は
無
意
味
に
な
る
。

現
状
の
社
会
シ
ス
テ
ム
の
中
で
は
、
限
定
的
に
な

ら
ざ
る
を
得
な
い
、
②
生
活
実
態
か
ら
み
た
緊
急

を
求
め
て
い
る
の
は
誰
か
、
③
少
子
高
齢
化
問
題

と
均
等
待
遇
は
、
若
い
世
代
の
雇
用
と
低
賃
金
の

ま
ま
推
移
す
れ
ば
少
子
化
に
拍
車
が
か
か
り
、
社

�
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�

会
保
障
制
度
に
も
大
き
な
支
障
と
な
る
た
め
均

等
待
遇
は
、
緊
急
の
課
題
と
な
る
、
述
べ
、
三
つ
目

は
現
状
に
お
け
る
企
業
内
均
等
（
均
衡
）
待
遇
に
つ

い
て
、
①
擬
似
パ
ー
ト
で
あ
る
こ
と
（
同
一
職
場
の

正
社
員
と
同
じ
職
務･

責
任
に
あ
る
パ
ー
ト
等
に
対

し
て
均
衡
を
図
る
べ
き
と
し
て
お
り
、
す
な
わ
ち
「
擬

似
パ
ー
ト
」
に
は
少
な
く
と
も
均
衡
処
遇
を
す
べ
き

と
し
て
い
る
）
…
（
政
府
）
②
各
人
の
事
情
に
応
じ

た
処
遇
が
必
要
、
③
企
業
内
の
限
界
を
認
識
す
る
こ

と
（
社
会
的
な
問
題
と
し
て
位
置
つ
け
る
こ
と
の
重

要
性
と
た
た
か
い
）
等
、
３
点
を
中
心
に
報
告
さ
れ

た
。 

 
 
 

〝
討
論
へ
の
い
ざ
な
い
″ 

 

二
つ
の
報
告
を
も
と
に
論
点
を
整
理
し
、
均
等
待

遇
を
め
ざ
す
方
向
と
し
て
、
参
加
者
の
職
場
に
お
け

る
実
態
か
ら
、
正
規
か
ら
非
正
規
に
置
き
換
え
が
一

段
と
激
し
さ
が
進
ん
で
い
る
こ
と
、
行
政
で
も
同
じ

状
況
が
生
ま
れ
て
い
る
、
男
女
賃
金
の
格
差
な
ど
が

発
言
さ
れ
て
い
ま
し
た
。
特
に
正
規
、
非
正
規
の
か

か
わ
り
で
「
拘
束
性
」
に
よ
っ
て
合
理
的
な
差
を
設

け
る
こ
と
も
あ
る
。
（
均
衡
処
遇･

･
･

厚
労
省
パ
ー
ト

指
針
）
次
回
「
拘
束
性
」
に
つ
い
て
報
告
し
ま
す
。 

 

次
回
定
例
研
究
会
１
２
月
１
９
日
（
金
） 

１
８:

３
０
～ 

静
岡
労
政
会
館
５
Ｆ 

開
催
！ 

 

 
【
今
後
の
日
程
表
】 

◆
１
２
月
１
９
日
（
金
）
第
３
回
定
例
研
究
会 

 
会
場:
静
岡
労
政
会
館
５
Ｆ
第
１
会
議
室 

 

◆
０
４
年
１
月
１
６
日
（
金
）
第
４
回
定
例
研
究

会 

会
場:
静
岡
労
政
会
館
５
Ｆ
第
２
会
議
室 

◆
２
月
１
２
日
（
木
）
第
１
２
回
理
事
会 

会
場:

静
岡
労
政
会
館
５
Ｆ
第
２
会
議
室 

 

◆
２
月
２
０
日
（
金
）
第
５
回
定
例
研
究
会 

 
 
 

会
場:

静
岡
労
政
会
館
５
Ｆ
第
２
会
議
室 

【事務局だより】 
★第 11回理事会（11月 13日）において、足立三明氏（県保険医協会前事務局長
他）新理事に選出…医療・介護・社会保障など実践課題を専門分野としてい
ます。 

★静岡労働研究所は、静岡県評から今後独立の方向で運営する要請を受けており、 
  同理事会において、会員（個人・団体）の拡大や財政基盤を強化することを
確認しました。 
★同理事会において、ホームページの更新のための講習、更に「研究所」を普及
する為に 2004年 4月から「連続講座」を計画しています。 

 


